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⊥
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血
一
十
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〈
四
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二
｝
血
ロ
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当
風

九
六
五
年
九
月
一
日
　
発
行
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会

告

一
、
日
本
学
術
会
議
第
七
期
会
員
候
補
者
の
推
薦

来
る
十
一
月
に
、
日
本
学
術
会
議
第
七
期
会
員
選
挙
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
史
学
研
究
会
で
は
、
次
の
二
一
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
．
．

　
全
国
区
（
第
一
部
V

　
　
＋
小
ム
A
埋
事
・
箆
晶
ハ
照
制
ム
ハ
昌
駄

　
　
　
　
　
井
　
上
　
智
　
勇
　
氏

　
近
畿
地
方
区
　
　
（
第
一
部
．
）

　
　
木
会
埋
事
・
第
六
期
会
n

　
　
　
　
　
貝
　
塚
　
茂
　
樹
　
氏

囎
、
史
学
研
究
会
大
会
予
告

次
の
日
程
で
、
本
会
及
び
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読

苫
会
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
御
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
、
御
案
内
申
し
あ
げ
ま
す
．
．

〇
十
一
月
一
日
（
月
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
見
　
学
　
会
　
京
都
の
伝
統
を
さ
ぐ
る

　
　
　
　
北
山
丸
太
・
西
陣
織
・
表
千
家
・
手
が
き
友
禅
染
・
角
屋

　
　
　
　
　
　
講
師
京
都
大
学
教
授
柴
田
　
実
氏

　
　
　
　
（
参
．
加
会
費
　
六
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
京
都
の
伝
統
を
形
づ
く
る
の
は
、
も
と
よ
り
多
く
の
要
素
か
ら
な
り
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
て
い
ま
す
。
今
回
は
伝
統
産
業
と
伝
統
の
美
を
探
訪
い
た
し
ま
す
。
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
ご
希
望
の
方
は
、
前
も
っ
て
お
巾
込
下
さ
い
。
当
日
お
中
込
の
受
付
は
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
た
し
ま
せ
ん
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
◇
十
一
月
二
日
（
火
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
文
学
部
第
一
講
義
室
　
、

　
　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

　
）
　
　
秋
田
男
鹿
の
発
掘
　
－
一
平
安
時
代
の
民
家
一

撒
　
　
　
　
　
京
都
大
学
携
福
山
田
刀
氏

灘
率
の
井
m
制
に
つ
い
て
の
癖
釈

　
磁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
段
授
貝
塚
茂
樹
氏

　
◇
十
一
月
三
日
（
祝
）
午
後
九
時
よ
り

　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
　
各
大
会

　
　
　
　
（
備
考
）
　
大
会
出
席
の
た
め
出
張
依
頼
状
を
必
要
と
さ
れ
る
方

　
　
　
　
ほ
、
至
急
本
会
ま
で
お
中
川
下
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
　
研
究
会

会
員
各
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V



の
検
繊
は
醗
第
四
裳
の
調
査
に
ま
た
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　
〔
M
地
区
〕
　
こ
の
地
区
に
は
酉
第
三
堂
に
紺
応

ず
る
東
第
三
堂
が
位
侵
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て

い
た
。
地
表
約
五
〇
セ
ン
チ
下
よ
り
西
面
に
六
耀

の
根
石
、
そ
の
東
に
四
個
の
根
石
を
検
出
し
、
ま

た
そ
の
西
に
凝
灰
岩
の
地
覆
石
や
そ
の
痩
跡
と
さ

ら
に
そ
の
外
側
の
小
石
敷
か
ら
階
段
跡
を
検
出
す

る
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
北
に
設
け
た
ト
レ
ン
チ

か
ら
北
面
の
中
央
の
根
石
も
検
出
で
き
た
。
こ
の

北
画
の
根
石
列
の
北
に
は
雨
落
の
小
石
敷
が
あ
り
、

建
物
の
北
面
と
北
西
醐
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
ゆ
こ
の
建
物
跡
は
葉
爾
を
阪
急
電
鉄
の
路
線
・

南
西
を
畑
地
で
削
り
と
ら
れ
、
そ
の
構
成
の
金
玉

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
前

回
調
査
の
醐
第
三
堂
と
下
上
さ
せ
て
復
原
す
る
と
、

東
と
西
の
第
三
堂
の
中
心
軸
線
の
距
離
は
一
一
六

・
四
メ
…
ト
ル
を
は
か
る
。

　
以
上
が
今
回
の
調
査
の
概
要
で
あ
る
が
、
今
年

は
一
九
五
五
年
に
第
一
回
の
発
掘
調
査
が
学
事
門

跡
で
は
じ
め
ら
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
に
な
る

の
で
既
調
査
の
概
括
を
行
な
う
と
と
も
に
今
後
の

調
査
計
函
な
ら
び
に
保
存
計
薩
に
関
す
る
調
査
醐

の
構
想
も
提
示
し
た
。
な
お
附
図
は
こ
れ
ま
で
の

調
査
の
成
果
に
よ
り
長
齢
宮
朝
磁
路
を
推
定
復
原

し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
西
川
幸
治
）

　
4
　
鳥
羽
離
宮
跡

地
名
　
京
都
布
伏
見
区
中
島
御
所
ノ
内
町
前
山
町

期
間
　
昭
蒲
四
〇
年
　
月
二
五
日
よ
り
三
月
一
〇

　
　
　
日
ま
で

調
査
者
　
京
都
府
文
化
財
保
護
課
　
堤
圭
三
郎
担

　
　
　
　
当

　
昨
年
度
調
査
し
た
池
汀
が
、
更
に
南
か
ら
隣
南

方
に
の
び
る
事
を
確
認
。
ま
た
、
や
は
り
昨
年
発

見，

ｵ
た
桁
行
八
間
、
梁
行
三
闘
、
周
隅
に
縁
を
め

ぐ
ら
し
た
櫓
皮
葺
の
建
物
に
、
そ
の
四
南
隅
の
廊

ら
し
き
建
物
が
接
続
す
る
寮
が
判
明
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
遺
構
の
爽
に
苑
道
が
あ
り
、
庭
石
が
布

綴
し
て
あ
る
事
も
知
ら
れ
た
。

　
白
河
上
皇
の
仙
洞
と
し
て
応
徳
叢
年
に
造
営
さ

れ
た
鳥
羽
離
富
は
幣
殿
に
当
り
、
東
北
よ
り
酒
南

に
、
証
金
剛
院
（
御
覚
）
、
小
寝
殿
（
釣
殿
付
属
）
、

寝
殿
、
西
対
代
、
中
門
廊
が
な
ら
び
、
そ
れ
ら
を

つ
な
ぐ
渡
殿
類
や
付
属
の
廊
や
雑
書
が
あ
っ
た
。

今
津
調
査
の
遺
構
は
、
証
金
剛
院
も
し
く
は
小
寝

殿
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
寝
殿
で
な
い
事
は
口
糧
兵

営
記
』
仁
平
二
年
（
二
翫
二
）
三
月
六
日
の
条
に

あ
る
寝
殿
の
愚
図
と
異
る
の
で
た
し
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
（
堤
圭
三
郎
）

委
員
会
だ
よ
り

◇
お
約
束
通
り
に
、
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

本
学
に
て
、
刊
行
の
お
く
れ
は
大
分
に
と
り
か
え

し
ま
し
た
。
あ
と
一
息
で
、
「
奇
数
月
一
日
発
行
」

に
た
ち
簾
れ
る
と
思
い
ま
す
。

◇
刊
行
を
が
ん
ば
り
ま
す
と
、
今
度
は
財
政
の
方

は
火
の
車
で
す
。
会
費
不
足
の
あ
る
方
は
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
前
号
に
、
製
本
所
の
手
「
違
に
て
、
　
一
部
落
丁
本

が
あ
り
ま
し
た
。
監
督
不
行
届
の
点
、
深
く
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。
お
手
持
の
「
史
林
」
四
八
巻
四

号
、
五
〇
頁
台
を
お
調
べ
下
さ
い
（
四
九
…
六
四

頁
が
脱
落
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
）
。
万
一

落
丁
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
取
替
い
た
し
ま
す
か

ら
、
ご
返
一
下
さ
い
（
ご
返
送
の
送
料
縁
も
ち
ろ

ん
当
方
に
て
負
撞
い
た
し
ま
す
）
。

藏
楚
歌
朋
．
語
翻
定
価
三
〇
〇
円

　
中
ハ
　
　
林
　
　
（
第
四
八
巻
繁
毛
裏
）

　
　
　
京
都
市
准
東
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
画
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
．
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
理
事
長
　
　
田
　
　
村
　
　
実
　
　
造

　
　
　
　
京
都
布
下
京
醒
西
七
条
卿
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
刷
解
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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